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2Aa-l ラットの妊娠期と授乳期栄養が乳子に及ぼす影響
○水口結城　福田小百合　丸山佳子　水上戴子
(奈良女大)
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【目的】我々はこれまで、妊娠期の低タンパク質栄養が出生子に及ぼす影響をみてきた。
妊娠ラットに分離大豆タンパク質(SPI)5 ％食を投与すると分娩は可能だが哺育が困難で
あった。本研究では､SPI5 ％群の子を対照群の母に哺育させることにより、子の離乳まで
の生存率と発育に改善がみられるかを検討した。
【方法】12 週齢Wistar 系ラットを無作為に３群に分け、妊娠全期間、精製全卵タンパク
質10 ％食(W10: 対照群)、5％食(W  5)､SFm ％食(S5)を自由摂取させた。出産後は市販固
型飼料に切り換え、親１匹あたり８匹の子を離乳まで哺育させた。その際に、同一出産日
のS5 群とWIO 群の母を交換し、WIO 群の子をS5 群の母が哺育した群をW10(S5) 群、そ
の逆をS5(W10) 群とした｡授乳期間中は乳子の生存数を確認し、７日毎に体重を計測した。
離乳後、子の体重、各臓器重量を計測し、脳、肝臓中のタンパク質、核酸量を定量した。
【結果】離乳までの生存率は､WIO 群約93 ％に対し､W5 群は約74 ％であった。 S5(W10)
群では約48 ％でS5 群の約10 ％より上昇した。またW10(S5) 群では約76 ％となりWIO 群
より低下した。新生子の体重と臓器重量はW5､S5､S5(W10) 群がWIO 群より有意に低く、
離乳時においてもオスで同様であった。しかしこの３群は、脳と心臓において体重に占め
る割合はWIO 群よりも高い傾向がみられた。出生時の肝臓中総タンパク質、総核酸量は
W10､W5､S5 群の順に低くなり、群間に有意差が認められた｡離乳時においてはS5(W10)
群が有意に低値を示した。以上より、S5 群の子はWIO 群の母の哺育により離乳までの生
存率はかなり改善したが、WIO 群、W5 群に比べて発育の遅れが顕著に認められた。

２ Aa- ２
－

フ ツ トにおけるミネラル吸収率に及ぼすグルコース修飾タンパク質の影響
○宇都宮　信子（共立女子大学・食物）

＜目的＞食品加工・貯蔵および調理の過程で食品成分間反応により生成するグルコース修
飾タンパク質は同時に摂取されたCa,Mg, Zn,およびFe の吸収にどのような影響を与えるか
について検討した。
＜方法＞実験に用いた修飾タンパク質は乳製カゼインと Ｄ－グルコースと（3:1、重量比）
を50  °C , 75%RH 粉末系の条件下で所定時間反応させた修飾カゼイン（ＣＧ）とアルギニンと
グルコースとを95 °c、溶液系の条件下で反応させた反応生成物の分子量1,000-3,500の画
分（Arg-GIc反応物：AG) を調製し、それぞれラット飼料（タンパクレベル20 ％）にCG は
10%、AG は2% 添加した。　ラットを用いた実験はCO 、AG および対照群の三群とした。
実験１ではWistar 系雄ラット（4 週齢、初体重66.0 土1.92g）、飼育期間２週間と６週間
とした。毎日飼料摂取量、体重増加量を測定し、また飼育開始12-14 日、18-20 日、40-42 日
に各々糞および尿を採集した。３日間の体重増加量、飼料摂取量および糞中排泄量から飼料
タンパク質の消化吸収率および各ミネラルの吸収量および吸収率を求めた。
実験２ではWistar 系雄ラット（9 週齢、初体重249.3 士18.lg)をmeal-feedingn により14日
間の食餌訓練の最終日に30分間給餌し、2時間後にネンブタール麻酔下で開腹して、胃、小
腸、盲腸、同時に門脈および動脈から採血した。
＜結果＞グルコース修飾カゼイン(  CG群）およびAGg群はCaの吸収に差がない、しかしZnとFe
は減少し、Mgの吸収は対照群と比較して有意に増加が認められた。摂取飼料および２時間後
の肖内容物から小腸へ移動した各ミネラルの量はCaとMgはCG群と対照群とでは差がないが、
AG群は低下（pく0.05）がみられた。また小腸を三等分して摂食二時間後の各区分のCa,Mgの
分布は上部く中部＜下部の順であったが、群間には有意の差がなかった。
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